
同
名
の
邸
前
が
二
つ
あ
っ
た
が
、
明
治
に
主
h

こ

を

束
三
階
、
一
を
商
三
階
と
改
め
た
。

ミ
カ
イ
ウ
ヂ
三
階
氏
鹿
.
島
郡
酒
井
永
党
寺
に
、

康
永
コ
一
年
三
隅
七
郎
太
郎
家
秀
の
帯
附
航
が
あ
る
。

叉
文
明
十
三
年
の
文
書
に
能
登
島
肉

m代
官
三
僻
家

苦
が
ゐ
る
。
路
島
郡
三
階
の
住
人
で
あ
ら
う
。

ミ
カ
イ
セ
イ
ベ
z
=
一
階
清
兵
衛
前
回
利
家
に

仕
へ
て
五
百
石
を
領
し
た
。
子
孫
務
に
償
問
探
す
る
。

ミ
カ
イ
ト
号
ナ
ガ
=
一
階
奥
長
沼
穏
伴
右
衛
門
。

伊
八
七
丞
の
越
知
四
百
石
を
捜
ぎ
、
大
小
勝
と
な
り
、

後
凶
幡
御
前
附
御
用
人
と
し
て
五
十
.
石
を
加
ヘ
、
事

保
十
五
年
間
御
附
物
関
強
に
進
み
、
元
文
ご
年
御
先
、

寛
延
二
年
二
用
品
u
七
日
七
十
八
践
を
以
て
残
し
た
。

ミ
カ
イ
ノ
ゲ
ン
ゴ
三
階
の
源
去
鹿
島
郡
三
階

ハ
今
の
商
三
僻
)
の
百
姓
。
組
設
右
衛
門
は
越
前
朝
食

氏
の
臣
で
あ
っ
た
が
、
主
家
誠
亡
の
後
本
部
春
木
村

に
住
し
、
天
正
二
年
裂
し
た
。
二
代
平
内
、
長
辿
館

が
腿
島
宇
都
に
入
部
し
た
時
馳
走
し
て
露
用
せ
ら

れ
、
四
代
源
況
の
時
箆
文
七
年
三
隣
に
移
。
、
池
島

の
後
を
承
け
て
十
村
惣
締
役
と
な
。
、
扶
持
米
三
拾

俵
を
得
て
北
村
民
を
都
し
た
。
十
一
日
や
そ
の
地
前
回

氏
の
直
職
と
な
っ
た
後
、
延
質
二
年
持
高
之
内
鷲
町

八
反
百
八
拾
歩
を
扶
持
せ
ら
れ
る
こ
と
に
改
め
ら
れ

た
。
こ
の
源
五
の
子
卒
内
以
後
、
代
々
源
五
・
平
内

或
は
平
九
郎
と
い
ひ
、
十
村
の
職
を
勤
め
た
。

ξ
カ
イ
ヨ
シ
カ
ハ
ホ
=
一
皆
夏
川
保
鹿
島
都
に

在
っ
た
。
承
久
三
年
注
滋
の
能
管
凶
悶
撤
回
録
に
、

『
=
一
皆
良
川
保
、
拾
入
町
二
段
入
、
元
久
元
年
検
注
悶

定
』
と
載
せ
る
。

εカ
イ
ヨ
シ
カ
ハ
ホ
=
一
階
夏
川
保
鹿
島
郡
に

屈
す
る
。
務
政
時
代
で
は
、
盤
若
野
・
池
崎
・
諸
仁
・
川

田
・
三
階
・
三
階
鋼
一
例
・
町
屋
也
弁
・
瀬
戸
・
伊
久
留
の

十
ヶ
村
を
含
ん
で
居
た
。ミ
カ
l
ミ
ク

ミ
カ
ヅ
キ
-
-
ツ
キ
=
一
日
月
日
記
一
加
。
浅
加

久
敬
著
。
務
用
を
以
て
能
登
を
巡
回
し
た
紀
行
で
あ

る
。
元
総
九
年
卯
周
三
日
に
出
渡
し
、
邸
宅
の
後
水

無
泊
三
日
に
こ
の
稿
を
脱
し
た
か
ら
、
題
名
を
と
っ

た
も
の
で
あ
る
。
巻
末
に
久
敬
軒
山
弁
と
あ
る
。

εカ
ヅ
キ
ヲ
h

割
引
=
一
日
月
渡
白
山
尾
添
ロ
の

電
路
で
、
四
ヲ
塚
山
か
ら
上
に
あ
る
。
渡
り
と
は
渓

谷
に
添
ふ
山
路
で
、
宿
営
一
一
路
傍
に
堆
〈
、
そ
の
朕
新

用
の
如
く
な
る
が
故
に
名
づ
け
る
。
一
に
尼
崎
渡
と

も
斑
周
波
と
も
い
ふ
。

ミ
カ

F
御
門
河
北
部
英
悶
郷
に
臨
す
る
部
務
。

=
一
州
紀
聞
に
、
御
門
村
領
の
内
問
地
に
、
帝
御
屋
敷

跡
の
聞
に
て
荒
地
少
有
之
候
。
佐
古
は
長
居
の
商
申

偲
候
。
』
と
あ
る
の
は
、
地
名
停
説
に
過
ぎ
ぬ
。

ミ
カ

F
イ
シ
御
門
石
鳳
歪
泌
志
ヶ
・
捕
の
磁
遜

に
近
い
海
中
に
在
8
、
大
き
さ
四
米
四
方
詐
り
で
少

し
長
み
あ
る
員
石
を
い
ふ
o
鵜
の
石
と
も
一
つ
石
と

も
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
御
門
石
と
い
ふ
は
、
御
門
主

比
古
跡
祉
が
部
務
内
に
鎮
座
す
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

ミ
カ

F
ヌ
シ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
御
門
主
比
古
紳
位

鹿
島
郡
大
町
に
鎮
座
す
る
。
能
登
名
跡
志
に
、
同
此
大

町
に
御
門
主
前
一
世
史
給
ふ
。
鵜
浦
村
に
も
あ
り
。
い

か
に
や
。
』
と
あ
る
。
大
町
の
も
の
は
御
門
主
六
厨
大

明
紳
と
い
う
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。御門
主
比
古
紳
結

εカ
F
ヌ
シ
ヒ
ヨ
ジ
ン
ジ
ヤ

鹿
島
郡
鵜
捕
に
鎮
座
す
る
。

εカ
ド
ヌ
シ
ヒ
ヨ
ジ
ン
ジ
ヤ
御
門
-Z
比
古
紳
位

協
軍
部
志
ケ
浦
に
鎮
座
す
る
。
こ
の
附
廷
は
王
朝
の

能
管
郡
で
、
式
の
能
登
郡
御
門
主
比
古
前
枇
是
で
あ

る
と
い
ふ
。
式
内
等
萄
位
記
に
、
『
御
門
主
胎
古
前

祉
。
認
内
一
座
。
南
北
郷
志
加
捕
村
銀
座
。
今
溝
=
熊

野
宮
↓
或
云
-
一
熊
野
纏
現
刊
』
と
見
え
る
。
現
在
の
位

地
は
岡
村
内
か
ら
鹿
安
二
年
に
移
縛
し
た
も
の
で
あ

る。
εカ
ハ
美
川
石
川
郡
に
邸
ず
る
部
務
。
も
と

本
音
町
で
あ
っ
た
が
、
明
治
ご
年
能
奨
郡
波
村
を
持

し
て
美
川
町
と
し
、
四
年
復
び
分
離
し
て
本
音
の
み

を
美
川
町
と
し
た
。
美
川
の
名
は
能
美
・
石
川
の
二

芋
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
間
五
年
十
一
周
に
於
け

る
美
川
町
の
町
名
に
は
、
末
鹿
町
ハ
プ
各
市
潰
町
〉
・
和

波
町
三
名
宋
讃
町
Y
讃
町
・
今
町
・
紳
幸
町
・
永
代

町
・
北
町
・
南
町
・
新
町
・
申
町
が
あ
っ
た
。

εカ
ハ
ヨ
ウ
美
川
港
手
取
川
の
河
口
に
あ
っ

て
、
萄
名
を
本
音
漢
と
い
ふ
。
暗
磁
砂
洲
な
く
、
出

入
は
柏
風
に
宜
し
〈
、
南
風
に
思
し
く
、
冬
季
は
舟

を
入
れ
る
に
塔
へ
ぬ
。

εカ
マ
キ
ヤ
マ
御
薪
山
鳳
至
郡
東
ハ
部
務
名
〉

を
掠
れ
る
町
野
川
東
方
の
山
を
い
ふ
。
能
登
名
跡
志

に
、
『
古
歌
に
、
舟
と
む
る
岩
瀬
の
渡
り
小
夜
ふ
け
て

御
鏡
山
を
出
づ
る
周
影
。
宮
崎
山
と
も
い
へ
り
。
御

鏡
山
を
み
か
ま
き
山
と
競
り
て
い
へ
あ
り
0

岩
瀬
の
渡

の
東
の
高
額
也
。
』
と
記
す
る
。
こ
の
献
は
夫
木
抄
に

見
え
て
宮
崎
山
と
し
、
闘
よ
り
能
登
で
は
な
い
の
を
、

砦
瀬
と
あ
る
に
つ
け
て
強
ひ
て
援
引
し
た
も
の
で
あ

る
。
叉
同
都
道
下
村
と
・
鹿
岡
村
と
の
領
界
な
る
山
を

御
冠
木
山
と
い
ふ
と
の
設
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
道
下

の
紳
祉
に
石
瀬
比
古
を
附
曾
す
る
伐
に
言
ひ
出
し
た

も
の
と
い
は
れ
る
。

ミ
ギ
右
江
沼
郡
西
J

庄
に
臆
す
る
部
務
。
萄
名

は
三
木
で
、
村
内
に
御
木
前
世
が
あ
る
か
ら
起
っ

た
。
裁
内
等
醤
位
記
に
は
宮
村
と
す
る
。
笈
恕
紀
聞

に
は
右
村
の
前
は
古
ヘ
吉
崎
の
入
江
か
ら
綴
い
た
湖

水
で
あ
っ
た
こ
と
を
載
せ
る
が
、
商
け
縫
い
。

ミ
キ
ジ
ン
タ
ヤ
御
木
紳
泣
江
沼
郡
右
小
字
堂
ヶ

谷
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
萄
註
記
に
、
『
御
木
静
祉
。

式
内
一
一
座
。
御
木
郷
内
宮
村
銀
座
。
今
穂
=
質
舶
宮
↓

-
J
-
-
d
f
A
 

鳳
奈
郡
の
海
上
に
在

御
木
村
或
鑓
=
右
村
刊
』
と
い
ひ
、
大
日
本
史
司
柿
祇
志

に
は
も
と
富
山
に
あ
っ
た
の
を
、
今
の
地
に
題
し
た

と
あ
る
。

ミ
キ
ジ
ン
ジ
ヤ
ユ
ウ
一
ア
ン
コ
ウ
御
木
締
結
邑
傍

若
一
般
。
江
沼
郡
右
に
鎮
座
す
る
御
木
紳
祉
の
来

隠
を
、
邑
民
の
口
碑
に
よ
っ
て
記
載
し
た
も
の
で
あ

る。ミ
ク
=
タ
ウ
ゲ
=
ア
ソ
プ
キ
遜
三
園
嶺
記
一

加
0

・
徳
田
鳳
卿
務
。
著
者
が
文
化
九
年
九
用
加
賀
・

能
菅
・
越
中
=
一
凶
の
境
な
る
一
=
…
閥
嶺
に
潜
び
、
附
涯

の
笛
蹴
を
探
っ
て
、
そ
の
俗
説
口
碑
を
古
記
録
に
徴

し
考
穏
し
た
も
の
。
漢
文
を
以
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

ミ
タ
-
-
ヤ
マ
三
園
山
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
境

界
に
あ
る
。
賢
腐
の
翻
替
に
、
北
よ
り
東
は
能
州
下

河
合
村
山
、
東
よ
り
商
の
方
は
越
中
嘉
例
谷
村
山
、

南
の
方
は
加
州
奥
様
村
山
だ
か
ら
コ
ロ
間
協
U
唱
へ
る

と
あ
る
o
但
諺
に
、
一
一
一
尺
の
綱
に
繋
い
だ
牛
が
三
凶

の
草
を
食
む
と
も
い
ふ
。
商
さ
一
一
一
一
一
回
米
。
地
質
第

三
紀
倍
。

ミ
ク
-
-
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
三
園
山
神
社
河
祐
部
巾

羽
咋
郡
及
び
越
中
西
碗
波
郡
の
界
上
三
凶
山
の
出
掛
に

鎮
座
し
た
。
式
内
等
笛
枇
記
に
、
『
三
閥
山
静
枇
。
英

太
郷
コ
一
凶
山
銀
座
。
祭
一
柳
大
山
抵
命
。
加
賀
能
登
越

中
八
箇
村
之
守
諮
称
。
故
位
殿
入
筒
村
邑
民
修
-
一
理

之
吋
麓
祉
也
。
』
と
あ
り
、
そ
の
八
ヶ
村
は
河
北
郡
八
J

谷
・
池
ヶ
原
・
興
禄
・
期
羽
咋
郡
上
河
合
・
下
河
合
・
瓜
生
・

牛
首
・
砺
波
郡
水
島
村
で
あ
っ
た
が
、
今
は
枇
殿
を

存
せ
ぬ
。

ミ
タ
リ
シ
ン
メ
イ
シ
ヤ
御
厨
紳
明
批
鹿
島
郡

能
登
島
の
野
崎
に
在
っ
た
が
、
今
は
存
せ
ぬ
。
式
内

等
沓
枇
記
に
、
『
御
厨
跡
明
位
。
能
登
島
J

地
野
崎
村

銀
座
。
替
枇
也
。
』
と
あ
る
。

S
タ
9
ヤ
ジ
マ
御
厨
島

八
一
三


